
株式会社アルク（東京都杉並区永福 代表：平本 照麿）より、月刊誌『子ども英語』が大幅リニューアルし、2011

年 4 月号より『子ども英語ジャーナル』として生まれ変わったことをご案内申し上げます。

グローバルキッズを育てるあなたの知的情報マガジン

『子ども英語ジャーナル』創刊
児童英語・小学校英語の最新情報や、日常で取り組める英語教育・グローバル教育の情報を提供

＜2011 年 3月 9日（水）発売＞

報道関係各位

2011 年 3 月 9日 新刊プレスリリース

■本誌の特長■

★付録は日本の昔話の英語絵本と、

リズムを楽しめる CD

日本で語り継がれてきた良質な物語を、楽

しい絵とかんたんな英語で綴った絵本が毎

月１冊つきます。付属 CDには読み聞かせ音

声や物語に関連した歌やチャンツ、クイズ

などを収録。絵本で物語を楽しみ、くり返

しフレーズや歌で英語のリズムを感じるこ

とができる付録です。劇にもできるセリフ

構成で、紙芝居などとしても楽しめるよう

登場人物のペープサート*型紙も用意。

*人物などが描かれた紙を割り箸などの棒の先にはり、

背景の前で動かし演じること

★子どもと一緒に楽しめるアクティビティを紹介

イラストを使った絵さがしや、アルファベットつな

ぎ、間違い探しなど、シンプルなワークシートのほ

か、身近な素材でつくれるクラフトやプリスクール

で行われているアクティビティ、コミュニケーショ

ン能力を伸ばすトレーニングなど、自宅でも教室で

もすぐに楽しめるアクティビティを多数紹介。

★子どもをグローバルキッズに育てるための情報が満載！

特集では、小学校英語、グローバル教育、習い事、多読といっ

た子どもの教育をはじめ、エコロジー、食育といった子どもを

取り巻く環境、ハロウィーンなど季節のイベント、そのほか国

際交流やコミュニケーション、日本文化など、さまざまなテー

マを扱います。

連載では、異文化理解や英語子育て、コーチングなどおとなの

知的欲求にこたえるトピックが満載。これからの時代、子ども

たちにはどのような教育が必要なのか、そのためにおとなは何

ができるのか、そのヒントや情報を提供していきます。

『子ども英語ジャーナル』は、0～12 歳の子どもたちを

グローバルな人間に育てたいママやパパ、児童英語教師向けの情報誌です

『子ども英語』は、前身の『kids com』から数えて創刊 10周年。この 10周年の間に子どもの英語教育を取り巻く環境は

大きく変わりました。これまで『子ども英語』は、子どもに英語を教える先生方を対象とした雑誌でした。しかし、グロー

バル時代に突入した今、教師だけでなくもっと幅広い対象に向けて、新しい教育の形や日常で取り組める英語教育

の情報を発信すべきだと考え、内容を一新し、『子ども英語ジャーナル』として大幅リニューアルいたしました。

グローバル化が進む変化の激しいこれからの社会では、主体的に人生を切り開いていくためのさまざまな

「力」が求められます。『子ども英語ジャーナル』では、急速に変わりつつある世の中の現状と多様な個人の

価値観をふまえ、新しい次世代教育の情報と日常で取り組める英語教育・グローバル教育の情報を提供いた

します。



■ふろく■

CD 付き英語絵本：
英語絵本『ももたろう（Momotaro）』
※登場人物のペープサート型紙付き

＜絵本連動 CD＞

（1）英語ドラマ風

（2）英語読み聞かせ風

（3）関連した歌

♪Animal Talk（動物の鳴き声がテーマ）

（4）日本語ドラマ風

（5）日本語読み聞かせ風

『子ども英語ジャーナル』

2011 年 4 月号

【価格】1,200円（税込 1,260円）

【雑誌コード】01626-04

■『子ども英語ジャーナル 』編集部は、小学校の英語活動、子どもの英語教育に関する事例を多数取材し続けています。
本リリースについてのお問い合わせ、見本誌のご請求、編集部への取材依頼などは下記までご連絡ください■

株式会社アルク 広報部 （担当：河合、池田）
〒168-8611 東京都杉並区永福 2-54-12 TEL：03-3323-3521 e-mail: ko-ho@alc.co.jp

お客様お問い合わせ先：株式会社アルク カスタマーサービス部 電話 03-3327-1101（平日 9:00～17:00）

■第 1 特集■

小学校に英語がやってくる！

今年４月から小学校５、６年生で本格実施となる外国語活動。グローバル化が進む社会状況の中、小学校に

やってきた「英語」はどのような目的のもと、どのような形態で行われ、どのような効果が見込まれるものなの

でしょう。陰山英男先生からの緊急提言をまじえ、今後の日本が目指すべき英語教育の形、グローバル時代

の学びとはどういったものなのかを考えます。

【内容】

・教科ではない「英語の授業」 キーワードで知る外国語活動

・まずまず成功!? データで見る小学校英語の成果

・アジア２カ国に追いつけない！ 出遅れた日本の英語教育

・緊急インタビュー：陰山英男先生に聞く 「日本の英語教育は

どこを目指すのか」

■第 2 特集■
私たちが子どもにしてあげられることは？

日本で取り組むグローバル教育

子どもたちを世界で通用するグローバルな人間に育てるために私たちができることはなんでしょうか。

グローバル教育とはバイリンガルになることを目的とした教育ではありません。専門家の見解や実際の教育現

場を見ながら、グローバル教育が目指すものや目的を改めて考えます。

【内容】

・グローバル教育の先駆者に聞く 英語イマージョンプログラムを通して育てる「グローバル人材」とは？

・学びを通して自分と周囲を幸せにできる人に！ グローバルな視野で考えられる子どもの育て方

・プリスクールに通う子どもたちが学んでいることとは

●その他

今月のグローバルな人：MONKEY MAJIK

目玉連載：親野智可等「子どもにつけてあげたい 12 の翼（チカラ）」など

□■『子ども英語ジャーナル』 4 月号のご紹介■□

子どもの将来の可能性を広げるための教育情報、アクティビティ素材をお届けします


